
新人王

フェアプレー賞 J 2

優秀副審賞

チェアマン特別賞

　「戦士たち」をテーマにした迫力あるバンド
と情熱的なギターの演奏で幕を開けた
「2009Ｊリーグアウォーズ」は、タキシードを
身にまとったＪ1クラブの選手たちが次々と
登場。最後に姿を現した鹿島アントラーズの
全選手、スタッフらが、舞台上で優勝チーム
表彰を受けた。その後であいさつに立ったＪ
リーグの鬼武健二チェアマンは、「本日は今
年1年を振り返り、Ｊリーグの歴史に新たな
名前を刻む受賞者を、皆さんと共にたたえた
い」とスピーチした。
　大きな注目を集めた最優秀選手賞に輝い
たのは、鹿島のＪリーグ史上初となる3連覇
に貢献したキャプテンのMF小笠原満男。シ

ドニーオリンピック2000のマラソン女子で金
メダルを獲得したゲストプレゼンターの高橋
尚子さんから、ゴールデンボールトロフィーを
授与された。攻守両面にわたる大活躍、精
神的支柱としてのリーダーシップが高く評価
された小笠原は、「1年を通してのパフォーマ
ンスを、いろいろな人が評価してくれての受
賞ということで、非常に光栄に思う。鹿島ア
ントラーズにかかわるすべての人に感謝した
い」と受賞の喜びを語った。
　鹿島の選手が同賞を受賞したのは、昨季
のFWマルキーニョスに続き2年連続。1996
年のMFジョルジーニョを含め、通算3人目と
なった。

　最優秀選手賞に先立って発表されたベス
トイレブンは、Ｊリーグアウォーズ史上初めて、
日本人選手によって占められた。31名（GK3
名、フィールドプレーヤー28名）の優秀選手
賞受賞者の中から選ばれたベストイレブンの
うち、1クラブからの最多選出は鹿島の3名。
MF遠藤保仁（ガンバ大阪）は7年連続7回目
の栄誉となり、最多受賞回数記録を更新し
た。浦和レッズのDF田中マルクス闘莉王が6
年連続6回目、小笠原が通算6回目で続いて
いる。初受賞はGK川島永嗣（川崎フロンター
レ）、DF長友佑都、MF石川直宏（ともにＦＣ
東京）、FW岡崎慎司（清水エスパルス）、FW
前田遼一（ジュビロ磐田）の5名だった。

各クラブの選手たちが登場後、Ｊリーグ3連覇を飾った鹿島の選手、スタッフが舞台上に勢ぞろい

あいさつのスピーチを行う鬼武チェアマン。今シーズンの出来事を振り返った 栄光の最優秀選手賞に輝いた小笠原。攻守の中心として、リーダーとして大活躍

得点王のゴールデンシューズトロ
フィーを手にスピーチする前田

3年連続となる最優秀監督賞を受賞したオズワルド オリヴェイラ監督

15年ぶりにルーキーの得点記録
を塗り替えた渡邉が新人王

高円宮妃殿下よりフェアプレー賞 高円宮杯を授与された磐田

最優秀育成クラブ賞の表彰を受けた
浦和の橋本代表取締役社長

優秀主審賞の西村氏（左）と優秀副審
賞の相樂氏

　前田は得点王とのダブル受賞。磐田から
は98、2000年のFW中山雅史、02年の
FW高原直泰（現 浦和）に次ぎ、3人目の同
タイトル獲得。「ここに立つことができたのは、
中山さん、高原さんと一緒にプレーできたか
ら。二人から本当に多くのことを学んだ」と先
輩への感謝を述べた。
　前田の所属する磐田には、反則ポイントが
基準以下で最も少なかったチームに与えられ
るフェアプレー賞 高円宮杯が授与された。ま
た、同じく基準以下のモンテディオ山形、ベ
ガルタ仙台が、それぞれＪ1、Ｊ2のフェアプ
レー賞を受賞した。2年連続してＪ2フェアプ
レー賞を受賞した功績をたたえ、チェアマン

「2009Ｊリーグアウォーズ」受賞一覧
最優秀選手賞

 （GK）

 （DF）

ベストイレブン 

 （MF）

 （FW）

得点王

フェアプレー賞 高円宮杯

フェアプレー賞 J 1

フェアプレー個人賞

最優秀監督賞

優秀主審賞

Ｊリーグベストピッチ賞

功労選手賞

最優秀育成クラブ賞

小笠原 満男（鹿島）

川島 永嗣（川崎Ｆ）

岩政 大樹（鹿島）／内田 篤人（鹿島）／田中 マルクス闘莉王（浦和）／
長友 佑都（Ｆ東京）

小笠原 満男（鹿島）／石川 直宏（Ｆ東京）／中村 憲剛（川崎Ｆ）／
遠藤 保仁（Ｇ大阪）

岡崎 慎司（清水）／前田 遼一（磐田）

前田 遼一（磐田）

ジュビロ磐田

モンテディオ山形

川島 永嗣（川崎Ｆ）／服部 公太（広島）

オズワルド オリヴェイラ（鹿島）

西村 雄一

埼玉スタジアム2002／東北電力ビッグスワンスタジアム／
アウトソーシングスタジアム日本平

小村 徳男（横浜ＦＣ、ガイナーレ鳥取）／加藤 望（湘南）／名波 浩（磐田）／
福西 崇史（東京Ｖ）／森岡 隆三（京都）／森島 寛晃（Ｃ大阪）

浦和レッズ

　Ｊリーグの2009シーズンを締めくくる表彰式「2009Ｊリーグアウォ
ーズ」が12月7日、東京都内のJCBホールにおいて開催された。日本
サッカー協会名誉総裁を務める高円宮妃殿下のご臨席を賜り、サッ
カー関係者、オフィシャルスポンサーなどのパートナー、メディア、そし
て各チームのファン・サポーターが集い、舞台に登場するタキシード
姿の選手たちへ熱い視線を注いだ。

渡邉 千真（横浜ＦＭ）

ベガルタ仙台

相樂 亨

ベガルタ仙台

特別賞が仙台に贈られた。フェアプレー個人
賞は、川崎Fの川島、サンフレッチェ広島の
MF服部公太が獲得した。
　最優秀監督賞は、これも史上初の3年連
続となった鹿島のオズワルド オリヴェイラ監
督。「今後とも、日本サッカーに少しでも貢献
できればという気持ち。継続して、こうやって
皆さんとお会いできれば」と、来シーズン以降
への意欲を見せた。
　3名の優秀新人賞受賞者の中から選ばれ
新人王となったのは、横浜 Ｆ・マリノスのFW
渡邉千真。ルーキーとして最多得点となる13
点をマークした23歳は、「来年はもっともっと
たくさんゴールを挙げ、クラブがタイトルを取れ

るように頑張りたい」と抱負を語った。
　優秀主審賞の西村雄一氏は初受賞、優
秀副審賞の相樂亨氏は07年に続く2回目の
受賞となった。Ｊリーグベストピッチ賞は、それ
ぞれ浦和、アルビレックス新潟、清水のホーム
スタジアムである、埼玉スタジアム2002、東
北電力ビッグスワンスタジアム、アウトソーシン
グスタジアム日本平。功労選手賞として、小村
徳男、加藤望、名波浩、福西崇史、森岡隆
三、森島寛晃の6氏が表彰された。新設され
た最優秀育成クラブ賞は浦和が受賞。今シ
ーズンはFW原口元気、MF山田直輝ら、同ク
ラブのアカデミー出身の選手が数多くトップチ
ームにデビューし活躍を見せた。

ベストイレブンの受賞者。前列左から、石川、内田、岡崎、長友。中列左から、中村、小笠原、遠藤。
後列左から、田中マルクス闘莉王、前田、川島、岩政

※クラブ名はJリーグ最終所属。ガイナーレ鳥取はJFL

最優秀選手賞に小笠原満男（鹿島）
得点王は前田遼一（磐田）、ベストイレブンは日本人選手が占める
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2009 Jリーグ アンフェアなプレーに対する反則金
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ジュビロ磐田
モンテディオ山形
清水エスパルス
ＦＣ東京
ガンバ大阪
サンフレッチェ広島
京都サンガF.C.
横浜 Ｆ・マリノス
鹿島アントラーズ
川崎フロンターレ
アルビレックス新潟
大宮アルディージャ
ジェフユナイテッド千葉
ヴィッセル神戸
大分トリニータ
浦和レッズ
名古屋グランパス
柏レイソル

¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0
¥0

¥600,000
¥600,000

￥1,200,000
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9
9
10
12
12
16
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12
10
8
10
8
6
7
4
4
5
7
5
5
2
5
3
2
4

0.62
0.68
1.06
1.35
1.62
1.79
1.85
2.03
2.09
2.21
2.21
2.24
2.24
2.59
2.68
2.94
3.41
3.56
2.06

21
23
36
46
55
61
63
69
71
75
75
76
76
88
91
100
116
121
合計

順位 クラブ 反則金 警告

34
34
34
34
34
34
34
34
34
34
34
34
34
34
34
34
34
34

試合数 警告2回による退場 退場 停止試合数 1試合平均ポイント警告・退場なしの試合数反則ポイント

反則ポイントの年間合計数が102ポイントを超えた場合、当該Ｊクラブに対し、以下のとおり反則金を科すものとする。

　Ｊリーグは毎シーズン、アンフェアなプレーによる反則ポイントが多いクラブに対し、制裁措置として反則金を科しているが、今シーズンは、下記のＪ1・2
クラブ(2008年は6クラブ)、Ｊ2・5クラブ（2008年は4クラブ）がその対象となった。これは、Ｊリーグ規約第11章『制裁』第163条〔アンフェアなプレーに
対する反則金〕および第164条〔反則ポイントの計算方法〕に基づく措置。

103ポイント以上112ポイント以下 40万円
113ポイント以上122ポイント以下 60万円
123ポイント以上132ポイント以下  80万円

133ポイント以上142ポイント以下  100万円
143ポイント以上152ポイント以下 150万円
153ポイント以上162ポイント以下 200万円

163ポイント以上172ポイント以下 250万円
173ポイント以上 300万円

＊印のクラブのポイントには、次の停止試合数が含まれる。　・退席および退席に伴うベンチ入り停止試合数　・最終節の退場処分により未消化の停止試合数
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ベガルタ仙台
湘南ベルマーレ
ファジアーノ岡山
横浜ＦＣ
サガン鳥栖
カターレ富山
ＦＣ岐阜
ロアッソ熊本
ヴァンフォーレ甲府
愛媛ＦＣ
東京ヴェルディ
徳島ヴォルティス
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0.33
1.69
2.10
2.16
2.39
2.45
2.49
2.51
2.57
2.57
2.63
2.63
2.67
3.06
3.43
3.43
3.51
3.90
2.58

17
86
107
110
122
125
127
128
131
131
134
134
136
156
175
175
179
199
合計

順位 クラブ 反則金 警告

51
51
51
51
51
51
51
51
51
51
51
51
51
51
51
51
51
51

試合数反則ポイント

反則ポイントの年間合計数が153ポイントを超えた場合、当該Ｊクラブに対し、以下のとおり反則金を科すものとする。
154ポイント以上163ポイント以下 40万円
164ポイント以上173ポイント以下 60万円

174ポイント以上183ポイント以下 80万円
184ポイント以上193ポイント以下 100万円

194ポイント以上 150万円

＊印のクラブのポイントには、次の停止試合数が含まれる。　・退席および退席に伴うベンチ入り停止試合数　・最終節の退場処分により未消化の停止試合数

＜反則ポイントの計算方法＞　（反則ポイント）＝〔（（警告）－（警告2回による退場）×2）×1ポイント＋（警告2回による退場）×3ポイント ＋（退場）×3ポイント＋（停止試合数）×3ポイント〕－（警告および退場（退席を含む）がなかった試合数）×3ポイント

警告2回による退場 退場 停止試合数 1試合平均ポイント警告・退場なしの試合数

　ＪリーグとＪリーグ選手協会の主催する
「2009 Ｊリーグ合同トライアウト」が12月9日、
10日に大阪長居スタジアムで実施された。
2002年から毎年開催されている合同トライア
ウトは、次年度の契約を更新しないことを通知
されたＪクラブ所属の選手たちが、新たな活躍
の場を求めてアピールの舞台とするもの。今
回の合同トライアウトには、2日間で118名の

選手たちが参加して15分ハーフの試合などを
行い、170名を超えるＪクラブのスカウトらが見
守る前で熱気あふれるプレーを見せた。この合
同トライアウトの実施を提唱し、自身は初参加
となったジュビロ磐田のFW中山雅史は「サッ
カーにかける選手たちの思いの熱さも分かった
し、他の選手にも活用していってもらいたい」と
話した。

　ＡＦＣチャンピオンズリーグ（ＡＣＬ）2010ドロ
ー（抽選会）がマレーシアのクアラルンプール
で12月7日に行われ、グループステージの組み
合わせが決まった。日本のクラブが入るグルー
プE～Hの組み合わせは右表のとおり。グルー

プHには第89回天皇杯全日本サッカー選手
権大会の優勝チームが入るが、すでにＡＣＬ出
場権を獲得しているガンバ大阪が天皇杯を制
した場合は、Ｊ1リーグ戦4位のサンフレッチェ

ＡＦＣチャンピオンズリーグ2010のグループステージ組み合わせが決定大会

【グループＥ】  城南一和（韓国） メルボルン・ビクトリー（オーストラリア） 北京国安（中国） 川崎フロンターレ（日本）

【グループF】  鹿島アントラーズ（日本） 全北現代モータース（韓国） ペルシプラ・ジャヤプラ（インドネシア） 長春亜泰（中国）

【グループG】  河南建業（中国） ガンバ大阪（日本） 水原三星ブルーウィングス（韓国） プレーオフ（東地区）の勝者

【グループH】  アデレード・ユナイテッド（オーストラリア） 山東魯能（中国） 　　　　　　　　　　　（日本） 浦項スティーラーズ（韓国）

ＡＦＣチャンピオンズリーグ2010 グループステージ（グループE～H）

2009 Ｊリーグ合同トライアウトを実施。118名の選手が参加キャリア

広島が出場する。
　グループステージは、2010年2月23日（火）、
24日（水）にスタート。決勝は11月12日（金）ま
たは13日（土）に予定されている。

　ＡＦＣ（アジアサッカー連盟）は11月24日、マレーシアの
クアラルンプールで「ＡＦＣ年間アワード2009」を開催
し、ガンバ大阪のMF遠藤保仁をＡＦＣ年間最優秀プレー
ヤーに選出した。ＡＦＣチャンピオンズリーグ（ＡＣＬ）や日本
代表での活躍などが高く評価されての受賞となった。日本
人選手としては2002年のMF小野伸二（当時はオランダ
のフェイエノールト所属）以来4人目。初受賞となった遠藤
は「来年、ＪリーグとＡＣＬのタイトル獲得のために、コンス
タントに良いパフォーマンスを見せ、チームに貢献したい」
と、ＡＦＣ公式ウェブサイトを通してコメントしている。

ＡＦＣ年間最優秀プレーヤー
にＧ大阪の遠藤が選ばれる

受賞

アジアでも高い評価の遠藤
キック精度が大幅に向上。雨天
時の性能もアップした

新たな活躍の場を求めて（9番は磐田の中山）

第89回天皇杯全日本サッカー
選手権大会優勝チーム

　Ｊリーグは、２０１０Ｊリーグ公式試合球として、Ｊリーグエクイップ
メントサプライヤー 株式会社モルテン（東京都墨田区 民秋史也
代表取締役社長）の提供を受け、アディダス社の “ＪＡＢＵＬＡＮＩ®
（ジャブラニ®）” を使用することとな
った。
　“ＪＡＢＵＬＡＮＩ®（ジャブラニ®）”と
は、南アフリカ共和国の公用語の
一つであるズールー語で「祝杯」を
意味する。アフリカ大陸で初の開催
となるＦＩＦＡワールドカップを、全世
界の人々が祝福する気持ちが込め
られている。

２０１０Ｊリーグ公式試合球として ２０１０ＦＩＦＡワールドカップ™
南アフリカ大会 公式試合球“ＪＡＢＵＬＡＮＩ®（ジャブラニ®）”を使用

　Ｊリーグは12月14日に開催された理事会
で、日本サッカー協会が今後、登録期間（ウ
インドー）を固定することを承認した。第1登
録期間（ウインドー）は1月2日以降の第1金
曜日から12週間、第2登録期間（ウインドー）
は7月の第3金曜日から4週間。これに基づ
き、2010シーズンのＪ1・Ｊ2リーグ戦、およ
びＪリーグヤマザキナビスコカップの追加登
録期限が右記のように決定した。

登録期間（ウインドー）と追加登録期限について
2010シーズン追加登録期限

Ｊ１リーグ戦／Ｊ２リーグ戦
Ｊリーグヤマザキナビスコカップ

2010年9月24日(金)

　Ｊリーグは、大会の公平な競争性を確保する観点から、リーグ戦とヤマザキナビスコカッ
プについて、クラブが選手を追加登録できる期限を定めている。※原則として、左記の登
録期間（ウインドー）中にのみ選手の登録(移籍)が可能となるが、登録期間（ウインドー）
の例外が認められる登録を含む全ての登録に関する期限として、Jリーグで定めるもの。
　原則、リーグ戦は、シーズン4分の3を過ぎての追加登録（Ｊ１は第25節 10月2日、
Ｊ２は第28節 9月26日）を不可としている。また、ヤマザキナビスコカップは、準決勝
第1戦（9月29日）以降の追加登録を不可としている。従って、追加登録期限をいずれ
の日程よりも早い、9月24日とした。

2010シーズン登録期間（ウインドー） 
第1登録期間
第2登録期間

2010年1月8日(金)～4月2日(金)
2010年7月16日(金)～8月13日(金)

　日本サッカー協会は、国際サッカー連盟（ＦＩＦＡ）の規則に基づき、
上記のとおり、登録期間（ウインドー）を定める。ＦＩＦＡは各国協会に対
し、年2回の登録期間（ウインドー）を設けることを義務づけており、第1
登録期間（ウインドー）は、シーズンとシーズンの間に最大12週間、第
2登録期間（ウインドー）はシーズン中に最大4週間の期間と定められ
ている。ＦＩＦＡおよび日本サッカー協会の規則に基づき、Ｊリーグおよ
び、ＪＦＬのクラブへの選手の登録（移籍）は、一部の例外を除き、原則
として「登録期間（ウインドー）」の期間中においてのみ可能となる。

　Ｊリーグは、2010年のスーパーカップ冠スポンサー契約を、これまでに引き続き、
富士ゼロックス株式会社と締結することを決定した。ＦＵＪＩ ＸＥＲＯＸ ＳＵＰＥＲ ＣＵＰ 
２０１０の開催日、開催会場、出場クラブについては、以下のとおり。

スーパーカップ冠スポンサーに富士ゼロックス株式会社

2010年 スーパーカップ冠スポンサー
富士ゼロックス株式会社企業名

開催日 2010年2月27日（土） 開催会場 国立競技場

出場クラブ

鹿島アントラーズ（２００９ Ｊリーグチャンピオン）
ｖｓ

第８９回天皇杯全日本サッカー選手権大会 優勝クラブ
※２００９Ｊリーグチャンピオンと第８９回天皇杯全日本サッカー選手権大会優勝が
同一クラブの場合は、２００９ＪリーグJ１リーグ戦準優勝のクラブが出場する。

　Ｊリーグは、Ｊリーグ百年構想パートナー契約を、これまでに引き
続き、株式会社 朝日新聞社と締結することを決定した。契約期間
は、2010年の1年間となる。

Ｊリーグ百年構想パートナーに
株式会社 朝日新聞社

Ｊリーグ百年構想パートナー
株式会社 朝日新聞社企業名

契約期間 2010年1月1日～2010年12月31日（1年間）

契約内容

●Ｊリーグ理念の具現化に向けた各種活動に対
する広報支援。
●Ｊリーグ百年構想をキーワードとしたＪリーグ
理念に関する啓蒙活動など。

トピックス（11月24日～12月14日）

イレブンミリオンプロジェクト
2009シーズン総入場者数は
9,623,584人

たくさんのご来場、ありがとうございました。



2009 Jリーグ アンフェアなプレーに対する反則金
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ジュビロ磐田
モンテディオ山形
清水エスパルス
ＦＣ東京
ガンバ大阪
サンフレッチェ広島
京都サンガF.C.
横浜 Ｆ・マリノス
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合計

順位 クラブ 反則金 警告

34
34
34
34
34
34
34
34
34
34
34
34
34
34
34
34
34
34

試合数 警告2回による退場 退場 停止試合数 1試合平均ポイント警告・退場なしの試合数反則ポイント

反則ポイントの年間合計数が102ポイントを超えた場合、当該Ｊクラブに対し、以下のとおり反則金を科すものとする。

　Ｊリーグは毎シーズン、アンフェアなプレーによる反則ポイントが多いクラブに対し、制裁措置として反則金を科しているが、今シーズンは、下記のＪ1・2
クラブ(2008年は6クラブ)、Ｊ2・5クラブ（2008年は4クラブ）がその対象となった。これは、Ｊリーグ規約第11章『制裁』第163条〔アンフェアなプレーに
対する反則金〕および第164条〔反則ポイントの計算方法〕に基づく措置。

103ポイント以上112ポイント以下 40万円
113ポイント以上122ポイント以下 60万円
123ポイント以上132ポイント以下  80万円

133ポイント以上142ポイント以下  100万円
143ポイント以上152ポイント以下 150万円
153ポイント以上162ポイント以下 200万円

163ポイント以上172ポイント以下 250万円
173ポイント以上 300万円

＊印のクラブのポイントには、次の停止試合数が含まれる。　・退席および退席に伴うベンチ入り停止試合数　・最終節の退場処分により未消化の停止試合数
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横浜ＦＣ
サガン鳥栖
カターレ富山
ＦＣ岐阜
ロアッソ熊本
ヴァンフォーレ甲府
愛媛ＦＣ
東京ヴェルディ
徳島ヴォルティス
アビスパ福岡
栃木ＳＣ
コンサドーレ札幌
セレッソ大阪
水戸ホーリーホック
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2.49
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3.06
3.43
3.43
3.51
3.90
2.58
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199
合計

順位 クラブ 反則金 警告

51
51
51
51
51
51
51
51
51
51
51
51
51
51
51
51
51
51

試合数反則ポイント

反則ポイントの年間合計数が153ポイントを超えた場合、当該Ｊクラブに対し、以下のとおり反則金を科すものとする。
154ポイント以上163ポイント以下 40万円
164ポイント以上173ポイント以下 60万円

174ポイント以上183ポイント以下 80万円
184ポイント以上193ポイント以下 100万円

194ポイント以上 150万円

＊印のクラブのポイントには、次の停止試合数が含まれる。　・退席および退席に伴うベンチ入り停止試合数　・最終節の退場処分により未消化の停止試合数

＜反則ポイントの計算方法＞　（反則ポイント）＝〔（（警告）－（警告2回による退場）×2）×1ポイント＋（警告2回による退場）×3ポイント ＋（退場）×3ポイント＋（停止試合数）×3ポイント〕－（警告および退場（退席を含む）がなかった試合数）×3ポイント

警告2回による退場 退場 停止試合数 1試合平均ポイント警告・退場なしの試合数

　ＪリーグとＪリーグ選手協会の主催する
「2009 Ｊリーグ合同トライアウト」が12月9日、
10日に大阪長居スタジアムで実施された。
2002年から毎年開催されている合同トライア
ウトは、次年度の契約を更新しないことを通知
されたＪクラブ所属の選手たちが、新たな活躍
の場を求めてアピールの舞台とするもの。今
回の合同トライアウトには、2日間で118名の

選手たちが参加して15分ハーフの試合などを
行い、170名を超えるＪクラブのスカウトらが見
守る前で熱気あふれるプレーを見せた。この合
同トライアウトの実施を提唱し、自身は初参加
となったジュビロ磐田のFW中山雅史は「サッ
カーにかける選手たちの思いの熱さも分かった
し、他の選手にも活用していってもらいたい」と
話した。

　ＡＦＣチャンピオンズリーグ（ＡＣＬ）2010ドロ
ー（抽選会）がマレーシアのクアラルンプール
で12月7日に行われ、グループステージの組み
合わせが決まった。日本のクラブが入るグルー
プE～Hの組み合わせは右表のとおり。グルー

プHには第89回天皇杯全日本サッカー選手
権大会の優勝チームが入るが、すでにＡＣＬ出
場権を獲得しているガンバ大阪が天皇杯を制
した場合は、Ｊ1リーグ戦4位のサンフレッチェ

ＡＦＣチャンピオンズリーグ2010のグループステージ組み合わせが決定大会

【グループＥ】  城南一和（韓国） メルボルン・ビクトリー（オーストラリア） 北京国安（中国） 川崎フロンターレ（日本）

【グループF】  鹿島アントラーズ（日本） 全北現代モータース（韓国） ペルシプラ・ジャヤプラ（インドネシア） 長春亜泰（中国）

【グループG】  河南建業（中国） ガンバ大阪（日本） 水原三星ブルーウィングス（韓国） プレーオフ（東地区）の勝者

【グループH】  アデレード・ユナイテッド（オーストラリア） 山東魯能（中国） 　　　　　　　　　　　（日本） 浦項スティーラーズ（韓国）

ＡＦＣチャンピオンズリーグ2010 グループステージ（グループE～H）

2009 Ｊリーグ合同トライアウトを実施。118名の選手が参加キャリア

広島が出場する。
　グループステージは、2010年2月23日（火）、
24日（水）にスタート。決勝は11月12日（金）ま
たは13日（土）に予定されている。

　ＡＦＣ（アジアサッカー連盟）は11月24日、マレーシアの
クアラルンプールで「ＡＦＣ年間アワード2009」を開催
し、ガンバ大阪のMF遠藤保仁をＡＦＣ年間最優秀プレー
ヤーに選出した。ＡＦＣチャンピオンズリーグ（ＡＣＬ）や日本
代表での活躍などが高く評価されての受賞となった。日本
人選手としては2002年のMF小野伸二（当時はオランダ
のフェイエノールト所属）以来4人目。初受賞となった遠藤
は「来年、ＪリーグとＡＣＬのタイトル獲得のために、コンス
タントに良いパフォーマンスを見せ、チームに貢献したい」
と、ＡＦＣ公式ウェブサイトを通してコメントしている。

ＡＦＣ年間最優秀プレーヤー
にＧ大阪の遠藤が選ばれる

受賞

アジアでも高い評価の遠藤
キック精度が大幅に向上。雨天
時の性能もアップした

新たな活躍の場を求めて（9番は磐田の中山）

第89回天皇杯全日本サッカー
選手権大会優勝チーム

　Ｊリーグは、２０１０Ｊリーグ公式試合球として、Ｊリーグエクイップ
メントサプライヤー 株式会社モルテン（東京都墨田区 民秋史也
代表取締役社長）の提供を受け、アディダス社の “ＪＡＢＵＬＡＮＩ®
（ジャブラニ®）” を使用することとな
った。
　“ＪＡＢＵＬＡＮＩ®（ジャブラニ®）”と
は、南アフリカ共和国の公用語の
一つであるズールー語で「祝杯」を
意味する。アフリカ大陸で初の開催
となるＦＩＦＡワールドカップを、全世
界の人々が祝福する気持ちが込め
られている。

２０１０Ｊリーグ公式試合球として ２０１０ＦＩＦＡワールドカップ™
南アフリカ大会 公式試合球“ＪＡＢＵＬＡＮＩ®（ジャブラニ®）”を使用

　Ｊリーグは12月14日に開催された理事会
で、日本サッカー協会が今後、登録期間（ウ
インドー）を固定することを承認した。第1登
録期間（ウインドー）は1月2日以降の第1金
曜日から12週間、第2登録期間（ウインドー）
は7月の第3金曜日から4週間。これに基づ
き、2010シーズンのＪ1・Ｊ2リーグ戦、およ
びＪリーグヤマザキナビスコカップの追加登
録期限が右記のように決定した。

登録期間（ウインドー）と追加登録期限について
2010シーズン追加登録期限

Ｊ１リーグ戦／Ｊ２リーグ戦
Ｊリーグヤマザキナビスコカップ

2010年9月24日(金)

　Ｊリーグは、大会の公平な競争性を確保する観点から、リーグ戦とヤマザキナビスコカッ
プについて、クラブが選手を追加登録できる期限を定めている。※原則として、左記の登
録期間（ウインドー）中にのみ選手の登録(移籍)が可能となるが、登録期間（ウインドー）
の例外が認められる登録を含む全ての登録に関する期限として、Jリーグで定めるもの。
　原則、リーグ戦は、シーズン4分の3を過ぎての追加登録（Ｊ１は第25節 10月2日、
Ｊ２は第28節 9月26日）を不可としている。また、ヤマザキナビスコカップは、準決勝
第1戦（9月29日）以降の追加登録を不可としている。従って、追加登録期限をいずれ
の日程よりも早い、9月24日とした。

2010シーズン登録期間（ウインドー） 
第1登録期間
第2登録期間

2010年1月8日(金)～4月2日(金)
2010年7月16日(金)～8月13日(金)

　日本サッカー協会は、国際サッカー連盟（ＦＩＦＡ）の規則に基づき、
上記のとおり、登録期間（ウインドー）を定める。ＦＩＦＡは各国協会に対
し、年2回の登録期間（ウインドー）を設けることを義務づけており、第1
登録期間（ウインドー）は、シーズンとシーズンの間に最大12週間、第
2登録期間（ウインドー）はシーズン中に最大4週間の期間と定められ
ている。ＦＩＦＡおよび日本サッカー協会の規則に基づき、Ｊリーグおよ
び、ＪＦＬのクラブへの選手の登録（移籍）は、一部の例外を除き、原則
として「登録期間（ウインドー）」の期間中においてのみ可能となる。

　Ｊリーグは、2010年のスーパーカップ冠スポンサー契約を、これまでに引き続き、
富士ゼロックス株式会社と締結することを決定した。ＦＵＪＩ ＸＥＲＯＸ ＳＵＰＥＲ ＣＵＰ 
２０１０の開催日、開催会場、出場クラブについては、以下のとおり。

スーパーカップ冠スポンサーに富士ゼロックス株式会社

2010年 スーパーカップ冠スポンサー
富士ゼロックス株式会社企業名

開催日 2010年2月27日（土） 開催会場 国立競技場

出場クラブ

鹿島アントラーズ（２００９ Ｊリーグチャンピオン）
ｖｓ

第８９回天皇杯全日本サッカー選手権大会 優勝クラブ
※２００９Ｊリーグチャンピオンと第８９回天皇杯全日本サッカー選手権大会優勝が
同一クラブの場合は、２００９ＪリーグJ１リーグ戦準優勝のクラブが出場する。

　Ｊリーグは、Ｊリーグ百年構想パートナー契約を、これまでに引き
続き、株式会社 朝日新聞社と締結することを決定した。契約期間
は、2010年の1年間となる。

Ｊリーグ百年構想パートナーに
株式会社 朝日新聞社

Ｊリーグ百年構想パートナー
株式会社 朝日新聞社企業名

契約期間 2010年1月1日～2010年12月31日（1年間）

契約内容

●Ｊリーグ理念の具現化に向けた各種活動に対
する広報支援。
●Ｊリーグ百年構想をキーワードとしたＪリーグ
理念に関する啓蒙活動など。

トピックス（11月24日～12月14日）

イレブンミリオンプロジェクト
2009シーズン総入場者数は
9,623,584人

たくさんのご来場、ありがとうございました。



「Ｊリーグニュース」は100%
  再生紙を使用しています。

（社）日本プロサッカーリーグ  チェアマン  鬼武 健二

　今年、日本経済研究所が発表した「Ｊクラブ
の存在が地域にもたらす効果に関する調査」
で、Ｊクラブは「地域の重要無形文化財となり
得る」と評価された。Ｊリーグ開幕から17年が
過ぎ、クラブ数は36に増え、「Ｊリーグ百年構
想」が目指す地域密着型のクラブづくりが理
解され定着してきた表れであり、各クラブの活
動に敬意を表したい。
　一方で17年が過ぎ、複数のクラブが経営難
に陥るなどさまざまな問題が表面化してきた。ク
ラブ経営は一朝一夕に成るものではないが、世
界的に厳しい経済情勢下において、このような
時だからこそスポーツ、サッカーが社会に果た
すべき役割の大きさを再認識しなければならな
い。Ｊリーグが掲げる理念において、Ｊクラブは
地域活性化の旗頭となるべき存在である。各
クラブには、地域を元気にすることで日本全体
を活性化する重要な一役をぜひ担ってほしいと
願う。
　プロとしての姿勢を問われる課題も残った。
日本の将来を担う子どもたちに対して、Ｊリーグ
の選手は憧れとともに模範とならなくてはなら
ず、その点においてもＪリーグの存在意義が問
われる一年となった。
　Ｊリーグはさらに進化を求めていかなくてはな
らない。変革が自らの発展につながるものと考
える。より多くの魅力を全国に発信し、日本のス
ポーツの牽引役として、その役割を果たしてい
かなくてはならない。

リーグ戦

　鹿島アントラーズは、最終節で見事に史上初
の3連覇を達成した。これは、若手を育てながら
強いチーム力を維持するという困難な仕事を成
し遂げた成果であり、監督、選手と共に、クラブ
づくりに取り組んできた鹿島のスタッフ全員に敬
意を表したい。
　川崎フロンターレは残念ながら初優勝はなら
なかったが、クラブが取り組んできたホームタウ
ン活動がチーム力強化の原動力となったことは
間違いない。4位のサンフレッチェ広島は、Ｊ１
昇格後、アグレッシブで人もボールも動くスピー
ディーなサッカーというコンセプトのもと、魅力的
な試合を見せてくれた。これはアクチュアルタイ
ムがＪリーグ36クラブ中、最も長いという記録
にも端的に表れているといえるだろう。高く評価
したい。

　Ｊ2リーグ戦では、ベガルタ仙台が優勝を決
め、昨年に続きフェアプレー賞を受賞した。ここ
数年、Ｊ2で上位をキープし素晴らしい成績を収
めながらフェアプレーを徹底してきた姿勢が、優
勝そしてＪ1昇格に結実した。手倉森誠監督の
手腕を高く評価したい。
　また、Ｊ1では前田遼一（ジュビロ磐田）、Ｊ2
では香川真司（セレッソ大阪）が最多得点を挙
げた。日本人ストライカーの台頭が期待されて久
しかっただけに、特にＪ1で前田遼一が得点王
に輝いたのは非常にうれしいニュースであった。

ＡＣＬ

　ＪクラブがＡＦＣチャンピオンズリーグ（ＡＣＬ）
を制し、ＦＩＦＡクラブワールドカップで活躍する
ことは、今やＪリーグ全体の目標となった。今
季は残念ながら3連覇はならず、初出場の名
古屋グランパスが4強入りにとどまった。現在
のアジアにおけるＪリーグの実力からいえば、
今年もＪクラブが優勝しなければならなかった
と考える。非常に残念であった。
　また今後は、ＡＣＬによるクラブのアジア進出
と連動し、アジアマーケットも視野に入れたビジ
ネス戦略を積極的に展開していきたい。

選手育成

　2009Ｊリーグヤマザキナビスコカップでニュ
ーヒーロー賞、決勝でMVP賞を受賞した米本拓
司（ＦＣ東京／決勝戦時18歳）は、素晴らしい
プレーを見せてくれた。大きく成長してほしい。同
じくＦＣ東京の20歳の権田修一も、ＧＫという経
験が求められる重要なポジションでありながら見
事にタイトル獲得に貢献するプレーを見せてくれ
た。ほかにも、浦和レッズの山田直輝、原口元
気ら、有能な若手選手が活躍したが、まだまだ
多くの若手選手の台頭が求められる。
　また、今季から新たに設けた最優秀育成ク
ラブ賞は、浦和レッズが受賞した。日本サッカ
ーの強化、Ｊリーグのレベルアップのために
は、ユース年代からの育成が不可欠であり、
素晴らしい環境を整え優秀な選手の育成に
尽力してきた浦和レッズと指導スタッフには心
より敬意を表したい。全クラブにはさらに、日本
サッカーの未来のために選手育成に励んで
ほしい。

プロ選手として

　2009Ｊリーグヤマザキナビスコカップ決勝
終了後の表彰式において、敗れたチームの選
手が品位に欠ける態度を取った。重要な試合
に敗れた悔しさ、落胆を理由にするのは甘えと
いわざるをえない。プロの選手として人間とし
て、周囲への礼儀、リスペクトを欠いた行為は
非常に残念であった。リーグカップ戦のようなノ
ックアウト方式では、勝ち上がって決勝のピッ
チに立つことに意義があり、両チームともたた
えられ祝福されるべき存在である。折しもＪリー
グと日本サッカー協会は、サッカーを楽しむため
に不可欠の要素であるリスペクトの精神を広
める「リスペクト・プログラム」を推進している。
次代を担う子どもたちへの影響も考え、今回の
出来事を教訓として全ての選手がプロにふさ
わしい姿勢で試合に臨まなければならない。

クラブ経営

　今季は大分トリニータ、東京ヴェルディな
ど、クラブ経営が深刻化する問題が浮上した。
世界的な不況のもと、スポンサーの撤退やス
ポンサー料の減額など厳しい状況に直面して
いるが、このような時だからこそ、自治体や企
業、ファン・サポーター、地域の皆さんと協力し
合い、真に地域に根差したクラブづくりを進め
ていかなければならない。クラブ数の増加が経
営悪化の一因との声もあるが、それは全く関
係ない。ほとんどのエリアではクラブがマーケ
ットを取り合う状況にはなっていない。地域住
民、自治体や地元企業の理解を深め、いかに
地域と一体となったクラブづくりをするかが重
要である。
　そのような意味でも、われわれが掲げる理念
を推進すること以外に、Ｊリーグが生きる道は
ないことを再認識した一年でもあった。

2009Ｊリーグ チェアマン総括


